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ࣝがಘられるというものである。創業ηϛナー
はฏ 3� 年から、創業カϨッδは令和元年か
ら開࢝し、県内で一定の認知度はಘられている
ものと実感している（令和３年度実では、創
業ηϛナーを２回開催し計 52 ໊、創業カϨッ
δを１回開催し 11 ໊の方がࢀ加し、いͣれも
定員をえる応ืがあった）。
　また、ʮ金融支援ʯは信用保証制度を活用し
た資金ௐୡ支援であり、当協会の創業関連制度
のར用は上هάラϑのとおりӈݞ上がりでਪҠ
している。なお、令和２年度で急ܹに下がって
いるのは、３カ月以上の事業ྺのある創業者は
創業制度をわͣθロθロ制度をったこと、
コロナ禍で創業を᪳った創業者が一定いる
こと等に起因する。

��̍ɽ͡Ίʹ

重県信用保証協会（以下、ʮ当協会ʯといࡾ　
う。）の創業支援は私が入協する以前のฏ 2�
年に創業・企業支援課創業άループとして専
෦ॺを立ち上げ、設立当時は݉任管理職１໊、
課員３໊の小さな෦ॺからスタートした。その
後、各市に創業支援を目的とした連携組৫を立
ち上げ、ࡾ重県内における創業機運ৢに携わ
る中で、創業者χーζ拡大にい、今では専任
管理職１໊、課員３໊に加え、専任創業アυό
イβーをސとして活動している。
　創業支援課設立以降、ʮ創業するなら保証協
会ʯを合言༿として、当協会では、ʮ起業支援ʯ

ʮ金融支援ʯʮ経営支援ʯの３つを創業支援のப
として、創業者への支援を行っている。
　ʮ起業支援ʯでは、創業予定者に対して、創
業ηϛナー、創業カϨッδ、事前相ஊ会を行っ
ている。創業ηϛナーは、日のηϛナーであ
るが、ήストスピーカー（先ഐ創業者）や創業
アυόイβー、੫理࢜の講ԋに加え、ήストス
ピーカーの資金ௐୡに関༩した関係機関（ۜ行・
信用金ݿ・会議所・会・当協会の୲当
者）がトークࣜܗでσΟスカッγϣンを行い、
創業時のことをੜのとしておえする等特৭
のあるηϛナーとなっており、ͥͻৄしく紹介
したいが、本趣旨と֎れるのでׂѪする。創業
カϨッδは全̓回のコースであり、各回ʮϚー
έςΟンάʯʮࡒ務ʯ等ςーϚがあり、一通り
受講するとମܥ的に経営者になるためのૅج知
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　では、3 つ目のபであるʮ経営支援ʯではどの
ようなことをしているのか。創業後のアϑター
ϑΥローとして、創業計画どおりに事業が進ま
なかった先に対して、中小企業断࢜の専Ո
をݣし、経営断や計画のम正の支援を行っ

ʢ݅ʣ ୯Ґɿඦສԁ



‒ �� ‒

ている。しかしながら、どうしても֎෦の専
Ոཔりになってしまうଆ໘があり、当協会とし
てԿか接支援ができないかとߟえ、ݧࢼ的に
行った事業を今回紹介する。
　本事業は、経営難にؕった創業者に対して、
創業支援課・保証課・経営支援課・経営αϙー
トチーϜの෦ॺԣ断的に集まったϝンόー６໊
と当協会の創業アυόイβーである中小企業
断１໊࢜によってߏされた特ผチーϜで、現
状ੳから改善ఏ案まで行ったものである。

��ɽࢧԉରઌʹ͍ͭͯ

ʢ�ʣ૬ஊऀͷྺܦɾۀࣄ༰

ʢ�ʣܦӦࢧԉʹܦͨͬࢸҢ
　相ஊ者はళฮ開業前には当協会の創業ηϛ
ナー・創業カϨッδを受講し、創業準備を行っ
てきた。特に創業カϨッδでは、ࢀ加者一ਓͻ
とりに当協会の職員が専任で୲当にいていた
ことから、相ஊのしやすい関係性がஙかれてい
た。άランυオープン後しらくすると、相ஊ
者から当協会の୲当者に電話があった。ʮコロ
ナで思うように事業が進まない。どうしたらよ
いのかからない。ʯといったものだった。相
ஊを受け、当協会の経営支援事業として専Ո

をݣしようということになったのだが、その
うえで当協会としても接Կか支援ができない
かとߟえ、専Ոと職員でチーϜを組み、経営
支援を行うこととなった。
　また、創業支援課だけではなく、ଞ෦ॺの意
見も෯く取り入れたいという思いから、中小
企業断࢜もしくは信用ௐ査ݕ定Ϛスターの資
格を所༗している職員を中心として෦ॺԣ断的
にϝンόーを 6 ໊集め、令和３年Նに特ผチー
Ϝが結された。

業種 ম՛子の小ച業

相ஊ者の経ྺ

前職

令和元年 ９月

令和元年 1�月
令和２年 ２月

令和２年 12月 
令和３年 ２月

ϗςルのௐ理、ম՛子専ళ、৯料小ച業にै事し、
経ݧを積む
・金融機関を通じて、当協会に相ஊ
・創業関連保証にてਥ設備等開業に係る資金として

5��ສԁ融資実行
当協会創業カϨッδにࢀ加
当協会創業ηϛナーにࢀ加
その後、ϚルγΣࢀ加等ళฮを࣋たないܗ態で事業開࢝
άランυオープン
当協会創業ηϛナーにࢀ加

ళのコンηプト ֆ本ʮ͙りと͙らʯの世界؍

事業内容 ম՛子を中心としたொのお՛子
൘はόスクチーζέーΩ

業態 個人事業
ै業員 12 （໊γϑト制であり、全員出ۈではない）

ʲࢧۀԉͷ̏ͭͷபʳ
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　ै来の経営支援事業では、専Ո一ਓが３日
ʙ 1� 日程度で支援先に๚し、経営断報告書・
経営改善計画書の策定を行うのだが、今回はチー
Ϝで行ったため、そのϚンパワーを活かしてै
来の経営支援ではできなかったアンέートௐ査
やڝ合ళௐ査をؚめた現状ੳをཏ的に行う
ことができた。また、改善ఏ案では、各෦ॺか
らϝンόーが集まったことから多方໘のࢹ点で
意見を出すことができ、ʮあしたから実行できる
ことʯを中心に改善ఏ案をߟえた。初めてのࢼ
みであり、ࢼ行ޡࡨを繰り返しながら行ったた
め、時にはนにぶつかることもあったが、当時
のことを振り返りながらその一෦を紹介する。

ʢ�ʣࡒɾൢചੳ
ਓ事業ओであり創ݸ務ੳでは、相ஊ者がࡒ　
業後間もない先であったため、確定申告書がな
く、実としてੳできる情報がগなかった。
また、ݸਓ事業特༗のᐆດなόランスγート（୨
Է高がຖ月同じ、開業අが資産計上されͣඅ用
ѻいになっていたため初月のඅ用がա大になっ
ている等）であったため、実態にଈしたम正ό
ランスγートを࡞した。そして、੫理࢜からい
ただいた月ผのࢼ算表を用いて、ऩ益性、安全性、
ੜ産性及びଛ益ذ点のࢹ点からੳを行った。
目ඪଛ益ذ点ച上高を出し、改善ఏ案ではそ
のച上をୡすることを目ඪとして設定した。
　ൢചੳでは、ళの 104 σータをいただき、
ੳを行った。単にച上のਪҠをみるだけでは
なく、ʮఱީผʯʮ*OTUBHSBN のߘ日ʯʮイϕ
ント実施日ʯ等とച上にどのような因果関係が
あるのか等クロスのࢹ点でੳを行った。

ʢ�ʣ٬ސΞϯέʔτɾݍௐࠪ
٬アンέートは、令和３年ސ　 1� 月ʙ 11 月の
うち９日間実施し、計 61 ໊の方から回をಘ
た。ௐ査方๏としては、当協会職員がళฮ֎に
待機し、ങいをऴえた٬ސに対してώアリン
άをしながらアンέートをऩ集した。設置ࣜの
アンέートではなく、聞き取りࣜで行ったこと

で、書໘には見えてこないʮ٬ސのʯも集め
ることができた。
٬からは、ʮళがかわいいʯʮϨδのςΩސ　
パΩ感がྑいʯʮ子連れに༏しいʯʮళ員さん
の対応が気࣋ちいいʯというߠ定的な意見や、

ʮオーナーが明るくΩϟラクターྑしʯʮ今後も
ுってʂମௐに気をつけてʂʯといった相ஊؤ
者へのϝッηーδがدせられた。
　一方で、ʮறंがఀめにくいʯʮ൘、றं
がわかりにくいʯʮళ内がすれҧいにくいʯ
といった意見もいただいた。
　また、アンέートではબࣜのも࡞した
ため、定ྔ的な当社のධ価や、٬ސのࢦ向を知
ることができ、改善ఏ案に活かすことができた。
ྫえ、ʮීஈどこでお՛子をങっていますかʯ
というでは、༸՛子専ళやコンϏχの໊前
が多くڍがった。また、ʮ当ళで今後どのような
スイーπが৯たいですかʯというでは、ʮੜ
クリーϜをったέーΩʯ等༸՛子の໊が
多くڍがった。ここから、当社は本来ম՛子専
ళであるが、٬ސの認ࣝとしては༸՛子専
ళと思われており、༸՛子をങおうと思って入
ళしたら༸՛子が置いていないことにがっかり
されるということに気ͮいた。このようなళฮ
ଆと٬ސଆのΪϟップにも気ͮくことができた。

ʲ࣮ʹࡍ用͓ͨ͠٬༷Ξϯέʔτʳ



‒ �� ‒

ʢ�ʣڝ合ళௐࠪ
合ళௐ査では、経営者ώアリンάで相ஊ者ڝ　
がڝ合ళと認ࣝしているళ及び٬ސアンέート
で໊前の多くڍがったళについてௐ査した。ௐ
査方๏としては、ϝンόー໊̓が当社とڝ合ళ
５先を๚して、ϛスςリーγϣッピンά（෴
໘ௐ査）を実施した。なお、当社へのϛスςリー
γϣッピンάは、初إ合わせ前に໘ࣝのないϝ
ンόーが٬ސとして๚した。
　このࡍ、ϝンόーݸਓのओ؍にならないよう、
り、ʮい合わせ時ʯʮற࡞通のௐ査γートをڞ

ं・Τントランスʯʮ入ళ時ʯʮબびʯʮ見
ૹりʯ等項目ごとにධ価事項をつくり、̌ʙ５
の６ஈ֊ධ価で点をけた。ʮおいしさʯと
いうのはओ؍であり、どのళもプロとして経営
しているので、ຯについてはあえて言及はせͣ
にそれ以֎のʮചり方ʯʮັせ方ʯといったଆ
໘からൺֱを行った。また、定ྔධ価以֎にも、
ళฮ内での動線や列、 101 の確認を行
い、ධ価の高いళの特をௐた。

ʢ�ʣैۀһҙࣝௐࠪ
　ै業員意ࣝௐ査として、アンέートとώアリ
ンάを行った。
　ै業員アンέートでは、ै業員໊̓から回
をಘられた。アンέートはબࣜで、ʮ方針の
పఈʯʮ組৫運営・仕事の仕組みʯʮ社内コϛϡ
χέʵγϣンʯʮॲ۰ʯʮ意ཉʯという項目でௐ
査した。また、アンέートの最後に自༝ه入ཝ
を設けたのだが、໊̓中５໊にه入していただ
き、ݐ設的な意見をいただいた。
　また、ै業員ώアリンάとして、ै業員 5 ໊
に対して、ϝンόーが接໘ஊを行った。
　ै業員アンέート・ώアリンάから、ʮै業
員に方針等を発信する機会がないʯʮϛーςΟ
ンάの必要性ʯʮスタッϑ間での情報ڞ༗ʯʮス
έδϡール管理ʯについてのがڍがり、ै業
員としてもళの方針を知る機会をٻめているこ
とがかった。また、ੜ産計画が࡞られておら
ͣ、ै業員にとってʮ仕事のྲྀれがѲできて
いないʯʮ除についての明確なルールがなく、

　また、アンέートを取る٬ސ、ࡍの༣ศ൪号
を伺い、それにͮجきݍを算出した。ݍௐ
査からは、ళฮ所ࡏ地があるொだけではなく、
ྡொからの来٬も多いことがかった。これに
より、報の出し方にもができるとߟえ
た。

1R���
࡞からࢃのか࡞らࡃ࠸ࡀ⤥時ࡶの方のࡶศの⮬ࠋࡍ࡛࠸ࡋるとᎰ࠼らࡶ࡚ࡋにฟࡵ᪩ࡋᑡ࠺ࡶࢆࢺࣇࢩ
ࠋࡍࡲࡋ⮴࠸㢪࠾ࡃࡋࢁよࠋࢇࡏࡲ࠸ࡊࡈヂࡋ⏦ࠋࡓࡋࡲࡁࡔࡓ࠸࡚ࡏࡉḍに✵ࢆ��の࡛��㹼࠸

1R��� ↓グධ

1R���
ᚑ業ဨのാࡁ方㸦事の方㸧にᑐࡍるᢈุࢆのᚑ業ဨの๓࡛⾜࠺ሙྜࠊ༢࡞るហ⑵ཱྀࡣに࠸࡞ࡋ方ࡀ
よ࠸とᛮࠋ࠺㸦のᚑ業ဨのࡸるẼࢆᦆࡇ࠺࡞とに࡞り࡞࠺ࡑの࡛㸧

1R���
ᛴ࠾࡞ఇみ㸦Ꮚ౪のⓎ⇕㸧ࣇࢵࢱࢫࡸのయㄪにࡶẼࢆ㓄ࡉࡔࡃ࡚ࡗりࠊ�と࡚ࡶാ࠸ࡍࡸࡁᴦ࠸ࡋ⫋ሙࡔと
ᛮࠋࡍࡲ࠸�⮬ศ⮬㌟の知㆑ࡸᢏ⾡ࡀపࠊࡃศから࠸࡞時ࡃ⪺ࡣよ࠺にࠊࡀࡍࡲ࠸࡚ࡋຮᙉࡸ説明࠺ࡶࢆ
ᑡࡅࡔࡓ࠸࡚ࡋࡋると⮬ศのࣉࢵࣝ࢟ࢫにࡀ࡞ࡘるのか࠶࡞とᛮࠋࡍࡲ࠸

1R���
ࡀࢡ࣮࣒࣮࣡ࢳ᭶に୍ᗘ㸧Ѝሗのඹ᭷࡛࡚ࡵࡏ㸦࠸ࡓ࠸らࡶ࡚ࡋࢆࢢࣥࢸ࣮࣑・ 83 ࠋࡍࡲ࠸るとᛮࡍ
࡞ࢱࢫࣥ・ 616 ࡛のⓎಙࢆᑀにࡦࠊࡋと┠࡛ࢃかるよࠊ࠺⡆₩にࡲと᳨ࠊࡵ⣴࣮࣡ࢻにࡗࡦかかる
࠸ࡋ࡚ࡋ⏝㝈ά᭱ࠊࡅࡘࢆ��

1R��� ↓グධ

1R���

ࣇࢵࢱࢫࢢࣥࢽࣉ࣮࢜㸧࣮ࢼ࣮࢜ᑐࣇࢵࢱࢫ㸦ࡃ࡞ࡃりⰋࡲ࠶ࡀே㛫関ಀࡣ࠸らࡃから༙ᖺ࡚ࡋࣥࣉ࣮࢜
と࡚ࡋ㠀常にᑾຊࡓࡋ方㐩ࡀ෭㐝ࡘࡅཷࢆらࡶ࠸の࠶ࡀりࠊࡀࡓࡋࡲとࢇのࡀࣇࢵࢱࢫࢢࣥࢽࣉ࣮࢜
店の࠾ࠊࡀ࠺るとᛮ࠸࡚ࡗ⾜ࡃࡲ࠺ࡶ㛫ࣇࢵࢱࢫࠊࡁ╔ࡕⴠࡪ࠸ࡔࠊから࡚ࢀࡉにᅛᐃ࣮ࣂの࣓ࣥࠊࡵࡸ
ඛ࠼⪄ࢆࠎるとࢢࣥࢸ࣮࣑のᚲせᛶ࣮ࣝࣗࢪࢣࢫࠊ㸦ࡶ࡞ࢺࣥ࣋ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔࢺࣇࢩ㸧の᪩࠸Ỵᐃࠊ
ၟရの್ࣛࡸࣉࢵࢼࣥẁのタᐃࡣ࡞㸦್ᘬࡴྵࡅࡲ࠾ࠊࡁ㸧ࡗࡶと῝࠼⪄ࡃるࡔࡁとᛮࠋ࠺

ʲΞϯέʔτʹͮ͘جݍੳʳ

ʲैۀһΞϯέʔτͷࣗ༝هೖཝʹ͞ࡌهΕͨҙݟʳ
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উखにを動かしていいのかというෆ安感があ
るʯということもかった。　　　
　さらに、社内ڭҭにおいては、ほ΅すてళ
長からڭわるため、忙しさのためेなڭҭが
できておらͣ、ै業員の中には知ࣝにෆ安を࣋
ちながら接٬をしている方がいるということも
明した。
　ै業員アンέートを行うࡍには、必ͣಗ໊で
行うということをै業員にえ、චからݸਓ
が特定される恐れもあったため、ϝンόー以֎
には返٫されたアンέート用ࢴは見せないこと
に気をけた。また、ै業員ώアリンάのࡍに
も、ʮళをྑくするためのな意見がཉしいʯ
ということをえ、ʮʓʓさんがこう言ってい
たʯというようにはઈ対えないということを
強ௐした。その結果、ීஈは言いにくいような
意見もಘることができた。
　また、現状ੳとして、ଞにもʮ֎෦ڥ
ੳʯʮϨイアウトੳʯʮ原価ੳʯʮ業務ϑロー
ੳʯも行った。

ʢ�ʣվળఏҊ
　前ड़したような現状ੳを行い、当社の題
点をந出した。題には２つの時間࣠がある。
緊急性の高い題とそうでない題である。ま
ͣ緊急性の高い題に対してはᶃ題をѲす
るᶄ対策をとるᶅ題のਅ因をௐて取り除
く、というॱ൪となる。緊急性の高くない題
に対してはᶃ題をѲするᶄਅ因を明らかに
するᶅ対策をとる、というॱ൪になることを意
ࣝし題をந出した。その題点に対してϒϨ
インストーϛンάのख๏で題の要因をٻめ、当
社のਅ因となる課題をಋきだした。ਅ因の特定
後、それらを解決していくため創業者の立に
たったʮ強み（ऑみのཪ返し）を活かしたʯʮなる
くお金をかけないʯ6 つの改善ఏ案をߟえた。
　それが、ᶃϨイアウト変ߋ（࡞業、றं）
ᶄੜ産計画の࡞ᶅ情報ڞ༗・見える化ᶆ目
ඪ・プロϞーγϣンᶇ原価・価格決定ᶈڭҭ・
スΩルアップである。それぞれの項目につい
てʮ581)ʯや༏先ॱҐを意ࣝしʮあしたから
実行できることʯを中心に改善ఏ案を行った。
　ྫえ、ᶅ情報ڞ༗・見える化ではʮళ内ϛー

ςΟンάʯについて、月１・ि１・ຖ日それぞ
れのϛーςΟンάの内容、γϛϡϨーγϣンを
ఏ示した。ᶆ目ඪ・プロϞーγϣンの中のʮ4/4
の活用ʯとしては、ϑΥロワーの多い先進ళฮ
の特と当社のߘのҧいをௐ、ط存の当社
のߘをアϨンδしたものを実ࡍにྫとしてఏ
案をした。おうと思えそのままえるよう
な状態でఏ案し、できるだけ۩ମ的な内容を
えることでʮあしたから実行できるʯと思って
もらえるようにをした。
　題の本࣭を۩ମ的にするために、ʮあるき
ʯとʮ現状ʯをൺֱしそのΪϟッ（方針や目ඪ等）࢟
プを見つけ、題を深۷りすることで、؍٬的
にൺֱੳを行った。題には৭々な原因があ
るため、最もӨڹ力（インパクト）がある原因
をつきとめਅ因とし改善ఏ案をߟした。
　とにかくチーϜ内で൷の意見は言わない
ルールのもとϒϨストを行い、ͻとつとして
ᘳな改善ఏ案はແいので改善ఏ案はできるだけ
たくさんߟえた。

ʲվળఏҊΛݕ౼͢ΔνʔϜϝϯόʔʳ
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　現状ੳ、改善ఏ案をまとめた報告書は18�ϖー
δにもわたり、報告会ですてをえるのはࠔ難
であった。そのため、より重要なところをパワー
ϙイントにまとめ、ݶられた時間内で報告を行った。
　報告会のࡍには、ʮ˓˓と思うʯではなく、ʮ˚
˚というௐ査から、˓ ˓という結果がでているʯ
というような、ओ؍ではなく、؍٬的事実を
えるということを意ࣝした。
　報告会当日は、相ஊ者だけではなく、ै 業員３໊ 、
取引先、（まさかまでొするとは・・・）、
ϝインۜ行、会、ொ職員の計 11໊が集まった。
　報告会の内容は、事前に相ஊ者にはえてお
り、ࡒ務໘等当社の内෦情報についても言及す
るが、ै 業員や取引先にも来てもらってよいの
か伺ったところ、ʮ知ってほしい内容なので、ͥ
ͻݺびたいʯということであった。
　報告会ऴྃ後、ै業員からは、ʮಇいていて、
ళ長が大変そうなのは実感していたが、改めて
ళのことがよくかった。自たちもできるこ
とはやっていきたい。ʯという前向きなをい
ただいた。また、ϝインۜ行、会からは、ʮ創
業前から支援をしてきた先なので、今回の報告
内容を聞き、改善策の実行にҠせるよう支援を
続けたいʯという意のあるをいただいた。
　報告会ऴྃ後、相ஊ者からʮあしたૣ速社内ϛー
ςΟンάをしますʂै業員全員にこの報告書をり
たいのであと̓ 。くださいʂʯと言っていただけた

��ɽۀࣄͷޮՌͱޙࠓͷ՝

ʢ�ʣۀࣄͷޮՌ
　報告会がऴわり、しらくした後、ϝンόー
が当社の *OTUBHSBN を見ると、いつものߘと
งғ気がҧっていた。ࠨは令和 3 年のͻなࡇり
のߘで、ӈが報告会後にߘされた令和
４年のͻなࡇりのߘである。当協会は報告会
でʮ4/4 活用ʯについて次のようにॿ言した。

ʮϑΥロワーの多い *OTUBHSBN のߘをෳௐ
査した結果、ᶃ（当社のように）ࣸਅに接จ
を多く活用するᶅこࣈまないᶄֆจࠐを書きࣈ
だわりの原材料にも言及ᶆˌϋッγϡタάをつ
ける、という向があるʯӈのߘはまさにそ
のॿ言を受けて書かれたものであった。

　また、実ࡍに現地に行ったࡍには、いつもは
ࡶに置かれていた୨（次ทࣸࠨਅ）がすっき
りとยいていた（次ทӈࣸਅ）。聞くと、ʮళ
ฮϨイアウトʯの報告のࡍにॿ言した５4 をૣ
速実行したという。

ʲ࣮ࡍͷใࠂ会ʳ

ʲྩ�ͷͻͳࡇΓͷߘʳ̡ ྩ�ͷͻͳࡇΓͷߘʳ
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な点ではあるが、当協会の報告を受けてࡉࠣ　
ண実に改善策を実施している࢟を見て、本事業
がগしでも相ஊ者の役に立てたことを実感し
た。

ʢ�ʣޙࠓͷ՝
　本事業では、創業者目線で۩ମ的なఏ案をい
くつか行った。創業者にݶらͣ、事業者にとっ
て本当に必要なことは、ఏ案された改善策にෲ
མちして行動が変わることである。コロナ禍や
原材料高騰といった֎෦ڥの変化にすやく
対応ができ、変化できる事業者のみが今後も事
業をܧ続できるのである。そのため、事業者の
行動が変わるかどうかを見ಧける支援者が
必要である。今回の報告会にϝインۜ行の୲当
者や会の経営ࢦಋ員がࢀ加しているのは
支援者にも改善ఏ案にෲམちしてもらい、一
ॹにߟ動するためである。信用保証協会は、自

が支援者になるのではなく、事業者に気
ͮきを༩え、金融機関等支援者につなげる
ことをもしかしたらٻめられているのかもしれ
ない。経営断報告書や経営改善計画書の策定
は事業変ֵのスタートであり決してΰールでは
ない。
　また本事業は、令和３年̔月 18 日に開࢝し、
令和４年２月 21 日の報告会まで年に及ぶも
のであり、多くの時間とਓを必要とした。අ用
対効果や公的機関としての公ฏ性が保たれたの
かという点では改善の༨地は多くあるとߟえ
る。しかしながら今回の事業を通して、現状
ੳを行い、題を見つけ、課題をݕ౼し、改善
ఏ案を決定するプロηスを経ݧできたことは今
後の経営支援に役立つとߟえられる。創業者が
経営者に長することを期待し、今後もʮ創業
するなら保証協会ʯがࡾ重県内のະ来の経営者
にわるよう私自も長したい。

ʲใࠂ会લͷళฮͷ༷ࢠʳ ʲใࠂ会ޙͷళฮͷ༷ࢠʳ


